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総合評価区分凡例

Ｂ ： 概ね協定事項等の水準どおり施設運営がされている

Ｃ ： 協定事項等の水準以下であった

令和２年度　門真市立青少年運動広場・テニスコート
指定管理者総合評価

総合評価

B

　アンケート調査の結果から、青少年運動広場・テニスコートの総合満足
度は、両施設とも、ほぼ満足以上の評価が70％を超えていることから、利
用者から高い評価を得ているものと本市も評価している。
　また、収支状況が予算額より増収となっていること、テニスコートにお
いては積極的に生涯スポーツ推進に取り組んでいるものと評価した。
　しかし、青少年運動広場においては、解消するべき課題となっている稼
働率向上に向けた取り組みを積極的に実施するなどの対応が必要であった
と考え、総合評価を「Ｂ」とした。

　子どもから大人まで幅広い年齢層が気軽に参加することができる「テニス教室」の実施や、障がいのある人と健
常者との交流を目的に「障がい者テニス大会」の実施など、生涯スポーツ推進の施策目標を踏まえ、年齢や障がい
の有無にかかわらず、広く市民にスポーツに対する関心を高める努力をしていることを評価した。
　施設整備面においては、老朽化する施設の修繕や備品の更新を定期的に実施していることを評価した。
　一方で、課題となっている青少年運動広場の稼働率については、稼働率向上のための自主事業の実施が必要で
あったと考える。

施設のサービス水準の視点　コメント

収支状況　コメント

市による総合評価　コメント

　収入については、テニスコートでの自主事業が好評であったこともあり施設利用料・自主事業収入が
予算額より増収となった。
　支出については、企業努力もあり、光熱費が大幅な削減となった。管理費の修繕費と、物件費の備品
購入費が予算額を上回る結果となり、積極的に施設設備や利用者の利用環境の充実に努められているも
のと評価した。

Ａ ：
協定事項等を上回る水準で施設運営がされ、
大変良好なサービスが提供されている
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